
職
業

相
談

技
法

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

研
究

の
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

ご
協

力
く

だ
さ

い
。

 

職
業

相
談

で
困

っ
た

こ
と

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

お
願

い
 

労
働

大
学

校
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス

部
門

で
は

、
厚

生
労

働
省

職
業

安
定

局
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

、
職

業
相

談
技

法
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
研

究
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
研

修
プ

ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
職

業
相

談
の

中
で

職
員

の
皆

様
が

よ
く

経
験

さ
れ

る
、

対
応

に
困

っ
た

場
面

を
取

り
上

げ
、

そ
の

対
応

等
を

学
ぶ

内
容

と
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、

職
業

相
談

の
窓

口
や

、
求

人
者

と
の

連
絡

場
面

で
あ

な
た

が
困

っ
た

場
面

、
そ

の
内

容
、

そ
の

時
の

対
応

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

て
い

ま
す

。
提

供
頂

い
た

情
報

は
、

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

研
究

の
み

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

個
人

名
な

ど
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

関
わ

る
こ

と
を

外
部

に
漏

ら
す

よ
う

な
こ

と
は

一
切

あ
り

ま
せ

ん
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
職

業
相

談
に

実
践

的
に

役
に

立
つ

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

研
究

の
た

め
、

何
卒

、
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
担

当
：

労
働

大
学

校
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス

部
門

 
西

村
、

榧
野
 

Ｑ
１

．
こ
れ
ま

で
職

業
相
談

の
窓

口
業
務

を
担

当
さ
れ

た
経

験
が
あ

り
ま

す
か
？

当
て

は
ま
る

番
号

に
○
を

し
て

く
だ
さ

い
。

 
 

１
．

は
い
 
 

２
．

い
い
え

 
 

Ｑ
２

．
あ
な
た

が
職

業
相
談

の
窓

口
で
、

求
職

者
が
言

っ
た

り
、
し

た
り

し
た
こ

と
や

、
求
人

者
へ

の
連
絡

場
面

で
、
そ

の
対

応
に
困

っ
た

り
、
ど

う
対

応
す
れ

ば
い

い
の
か

わ
か

ら
な
く

な
っ

た
場

面
を

思
い
出
し

て
く

だ
さ
い

。
そ

の
場
面

は
、

あ
な
た

自
身

が
言
っ

た
り

、
し
た

り
し

た
こ
と

が
き

っ
か
け

と
な

っ
た
場

合
も

含
め
ま

す
。

こ
れ
ま

で
職

業
相
談

の
窓

口
業
務

を
担

当
さ
れ

た
経

験
の

な
い
方
は

、
職

業
相
談

業
務

以
外
で

も
結

構
で
す

か
ら

、
求
職

者
と

接
し
た

経
験

や
、
求

人
者

に
連
絡

し
た

経
験
を

も
と

に
思
い

出
し

て
く
だ

さ
い

。
 

Ｑ
２

－
１
．
あ

な
た

が
思
い

浮
か

ぶ
限
り

、
そ

の
場
面

に
つ

い
て
具

体
的

に
ご
記

入
く

だ
さ
い

。
（

場
面
は
い

く
つ

で
も
構

い
ま

せ
ん

。）
 

Ｑ
２

－
２
．
そ

の
場

面
ご
と

に
、

あ
な
た

が
対

応
に
困

難
で

あ
る
と

感
じ

た
と
こ

ろ
に

つ
い
て

具
体

的
に
ご

記
入

く
だ
さ

い
。
 

Ｑ
２

－
３
．
そ

の
場

面
ご
と

に
、

あ
な
た

が
そ

の
困
難

場
面

に
対
し

、
実

際
に
ど

の
よ

う
に
対

応
さ

れ
た
の

か
、

具
体
的

に
ご

記
入
く

だ
さ

い
。

 
 

Ｑ
２
－
１
．
あ
な
た
が
対
応
に
困
っ
た
場
面

 
Ｑ
２
－
２
．
あ
な
た
が
対
応
に
困
っ
た
と
こ
ろ

 
Ｑ
２
－
３
．
あ
な
た
の
対
応

 
例

. 
  

求
職

者
は

、
２

５
万

円
以

上
と

い
う

賃
金

に
こ

だ
わ

り
過

ぎ
て

、
求

人

先
の

会
社

で
求

め
ら

れ
て

い
る

仕
事

が
で

き
る

か
ど

う
か

等
の

他
の

こ

と
に

目
が

い
か

ず
応

募
不

採
用

を
く

り
返

し
て

い
る

が
、
そ

の
点

を
指

摘

し
て

も
、
「

紹
介

し
て

欲
し

い
」

の
一

点
張

り
で

あ
っ

た
 

賃
金

以
外

の
こ
と

も
検

討
し

て
頂

き
た

い
と

思
い

、
仕

事
の

内
容

に

つ
い

て
説

明
し
た

が
、

賃
金

第
一

の
考

え
は

変
わ

ら
な

か
っ

た
。

現
実

的
な

求
人

選
択
を

し
て

欲
し

い
が

、
ど

う
し

た
ら

よ
い

の
か

わ
か

ら
な

か
っ

た
。

 

最
後

ま
で

こ
ち

ら
の

言
い

分
を

聞
い

て
頂

け
な

か
っ

た
。

現
実

的

な
求

人
と

は
思

え
な

か
っ

た
が

、
求

人
者

に
連

絡
を

取
り

、
面

接
の

日
時

を
決

め
、

紹
介

状
を

出
さ

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

。
 

①
 

 
         

 

②
 

 
         

 

裏
面

に
続

く

－
1
74

－
 

資
料

４
 

調
査

票
 

(
1
)
 

職
業

相
談

に
お

け
る

困
難

場
面

に
つ

い
て

の
自

由
記

述
式

ア
ン

ケ
ー

ト
 

[２
ペ

ー
ジ

：
ワ

ー
ド

フ
ァ

イ
ル

] 

                 
 

 資料４ 調査票  
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Ｑ
２
－
１
．
あ
な
た
が
対
応
に
困
っ
た
場
面

 
Ｑ
２
－
２
．
あ
な
た
が
対
応
に
困
っ
た
と
こ
ろ

 
Ｑ
２
－
３
．
あ
な
た
の
対
応

 
③

 
 

         

 

④
 

 
         

 

⑤
 

 
         

 

⑥
 

 
         

 

 

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

※
教

室
に

回
収

箱
を

置
い

て
お

き
ま

す
の

で
、

研
修

の
最

終
日

ま
で

に
回

収
箱

に
投

函
を

お
願

い
し

ま
す

。
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職業相談における 
困難場面についてのアンケート 

 

日本労働政策研究・研修機構 労働大学校 

 

＜アンケート協力のお願い＞ 
 

労働大学校キャリアガイダンス部門では、厚生労働省職業安定局と連携を取りながら、

職業相談技法研修プログラムの開発研究に取り組んでいます。 

研修プログラムでは、ハローワークの職業相談の中で、職員の皆様がよく経験される、

対応に困った場面を取り上げ、その対応等を学ぶ内容としたいと考えています。そのため、

職員の皆様に、「職業相談における困難場面についてのアンケート」を実施することになり

ました。 

職員の皆様が、職業相談の窓口や、求人者との連絡などで困った場面に、どのくらいの

頻度で遭遇されているのか、そして、その対応について、どのくらい困難さを感じておら

れるのか、といったことをお聞かせいただき、研修プログラムの開発の基礎資料にさせて

いただきたいと思います。 

提供頂いた情報は、研修プログラムの開発研究のみに使用するとともに、個人名などプ

ライバシーに関わることを外部に漏らすようなことは一切ありません。 

お忙しい中を大変、恐縮でございますが、アンケートの趣旨をご理解いただき、何卒、

ご協力をお願いします。 

 

＜回答上の注意＞ 

 

１．回答は質問に応じて、選択肢の番号に○をつけるか空欄に数字をご記入ください。 

２．研修の最終日までに、記入の終わったアンケート票を回収箱に投函してください。  

３．アンケート票の記入にあたり、不明な点がございましたら、お手数ですが下記の連絡

先にお問い合わせください。 

 

                            【連絡先】                                              

                           独立行政法人 労働政策研究・研修機構 労働大学校  

                           キャリアガイダンス部門 西村公子、榧野（かやの）潤              

 

〒351-0023 埼玉県朝霞市溝沼 1983 番地の２ 

                           電話：(048)463-1581(内線番号 513) 

FAX (048)463-1375  

                            E-mail：jkaya@jil.go.jp 
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(2) 職業相談における困難場面についてのアンケート 

[３ページ：ワードファイル] 
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Ｑ１．あなた自身についてお聞きします。 

 

 

１ 性別について教えてください。  

   １．  男性    ２． 女性 

 

２ 年齢について教えてください。 

  １． １０代    ２． ２０代    ３． ３０代 

                         ４． ４０代    ５． ５０代    ６． ６０代 

 

３ 現在、職業相談業務（高齢者、障害者を含む）を担当されていますか。 
 

                         １． はい     ２． いいえ 
 

 

４ 平成 20 年 9 月 1 日現在における、職業相談業務の通算年数は何年ですか。 

 経験がない場合、０年０ヵ月※とご記入ください。    
 

                             

                                 約            年        ヵ月 

         

                          

 

 

 

 

 

 

※ ０年０ヵ月と回答された方はＱ２については、 

  お答えいただく必要はありません。Ｑ３について 

  のみ、あなたの感覚でお答えください。 
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ほ
と
ん
ど 

起
こ
ら
な
い 

と
き
ど
き 

起
こ
る

よ
く
起
こ
る 

ま
っ
た
く 

起
こ
ら
な
い 

 

Ｑ２．あなたは相談業務で次のような場面がどのくらいの頻度で起こりましたか。 

   その頻度について、１～４のうち、当てはまる番号に一つ○をつけてください。 

   この場合の頻度は、特定のある決まった人についてよく起こることは除外して考えて下さい。 

 

 

 
 

 

(１) 求職者の希望する労働条件(就業時間、賃金等）が求人の実情にあわない。 ········ １ － ２ － ３ － ４ 

(２) 求職者からハローワークの職員の対応について苦情を言われる。 ················ １ － ２ － ３ － ４ 

(３) 求職者から求人企業の対応の悪さについて苦情を言われる。 ···················· １ － ２ － ３ － ４ 

(４) 求職者がどんな仕事をしたらいいのかわからない。 ···························· １ － ２ － ３ － ４ 

(５) 求職者が、不適切と思われる内容の問い合わせを求人企業にするように、 ········ １ － ２ － ３ － ４ 

 職員に求める。 

(６) 就職困難度が高いと思われる求職者から、経済的問題のため、すぐに就職 ········ １ － ２ － ３ － ４ 

     できる企業への紹介を求められる。 

(７) 特定の経験を必要とする求人に対して、経験のない求職者が応募を希望する。 ···· １ － ２ － ３ － ４ 

(８) 求人で求められる資格を持っていない求職者が応募を希望する。 ················ １ － ２ － ３ － ４ 

(９) 求職者が賃金など特定の条件にこだわり、そのほかの求人内容を考慮できない。 ·· １ － ２ － ３ － ４ 

(10) 職員が求人先に問い合わせると年齢もしくは性別を理由に相談中の ·············· １ － ２ － ３ － ４ 

     求職者の応募を拒否する。 

(11) 求職者から求人票の内容及び求人管理情報登載内容以外のことを詳しく聞かれる。 １ － ２ － ３ － ４ 

(12) 求人の学歴要件に達しない求職者が応募を希望する。 ·························· １ － ２ － ３ － ４ 

(13) 求職者がハローワークの支援を超えている問題を相談してくる。 ················ １ － ２ － ３ － ４ 

(14) 求職者から求人等の内容が実際と違うと苦情を言われる。 ······················ １ － ２ － ３ － ４ 

(15) 求職者に働く意思が見られない。 ··········································· １ － ２ － ３ － ４ 

(16) 高齢求職者の希望に応えるような適当な求人がない。 ·························· １ － ２ － ３ － ４ 

(17) 問題のある求人企業の状況について、求職者に対する伝え方がわからない。 ······ １ － ２ － ３ － ４ 

(18) 求職者に質問をしても何も答えてくれない。 ································· １ － ２ － ３ － ４ 

(19) 求職者が応募を希望した求人を紹介しても面接に行かない。 ···················· １ － ２ － ３ － ４ 

(20) 求職者が優先順位をつけないで同時に複数の求人全てに応募を希望する。 ········ １ － ２ － ３ － ４ 

(21) 求職者が希望する求人と関係のない職種の職業訓練を希望する。 ················ １ － ２ － ３ － ４ 

(22) 求職者が、制度や雇用情勢などの話ばかりをして、自分の求職 ·················· １ － ２ － ３ － ４ 

   活動へ話が進まない。 

(23） 求人先への面接に臨むにあたって求職者の身だしなみや態度が適切でない。 ····· １ － ２ － ３ － ４ 

(24） 求職者が多数の求人を検索してくるが、それらを絞ることができない。 ········· １ － ２ － ３ － ４ 

(25) 高齢求職者が､年齢不問求人に対する不信感や苦情を職員にぶつける。 ··········· １ － ２ － ３ － ４ 
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あ
ま
り 

困
難
で
な
い 

や
や
困
難
だ 

と
て
も
困
難
だ 

ま
っ
た
く 

困
難
で
な
い 

 

Ｑ３．あなたは相談の窓口で次のような場面への対応について、どのくらい困難さを 

   感じますか。その困難さについて、１～４のうち、当てはまる番号に一つ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

(１) 求職者の希望する労働条件(就業時間、賃金等）が求人の実情にあわない。 ········ １ － ２ － ３ － ４ 

(２) 求職者からハローワークの職員の対応について苦情を言われる。 ················ １ － ２ － ３ － ４ 

(３) 求職者から求人企業の対応の悪さについて苦情を言われる。 ···················· １ － ２ － ３ － ４ 

(４) 求職者がどんな仕事をしたらいいのかわからない。 ···························· １ － ２ － ３ － ４ 

(５) 求職者が、不適切と思われる内容の問い合わせを求人企業にするように、 ········ １ － ２ － ３ － ４ 

 職員に求める。 

(６) 就職困難度が高いと思われる求職者から、経済的問題のため、すぐに就職 ········ １ － ２ － ３ － ４ 

     できる企業への紹介を求められる。 

(７) 特定の経験を必要とする求人に対して、経験のない求職者が応募を希望する。 ···· １ － ２ － ３ － ４ 

(８) 求人で求められる資格を持っていない求職者が応募を希望する。 ················ １ － ２ － ３ － ４ 

(９) 求職者が賃金など特定の条件にこだわり、そのほかの求人内容を考慮できない。 ·· １ － ２ － ３ － ４ 

(10) 職員が求人先に問い合わせると年齢もしくは性別を理由に相談中の ·············· １ － ２ － ３ － ４ 

     求職者の応募を拒否する。 

(11) 求職者から求人票の内容及び求人管理情報登載内容以外のことを詳しく聞かれる。 １ － ２ － ３ － ４ 

(12) 求人の学歴要件に達しない求職者が応募を希望する。 ·························· １ － ２ － ３ － ４ 

(13) 求職者がハローワークの支援を超えている問題を相談してくる。 ················ １ － ２ － ３ － ４ 

(14) 求職者から求人等の内容が実際と違うと苦情を言われる。 ······················ １ － ２ － ３ － ４ 

(15) 求職者に働く意思が見られない。 ··········································· １ － ２ － ３ － ４ 

(16) 高齢求職者の希望に応えるような適当な求人がない。 ·························· １ － ２ － ３ － ４ 

(17) 問題のある求人企業の状況について、求職者に対する伝え方がわからない。 ······ １ － ２ － ３ － ４ 

(18) 求職者に質問をしても何も答えてくれない。 ································· １ － ２ － ３ － ４ 

(19) 求職者が応募を希望した求人を紹介しても面接に行かない。 ···················· １ － ２ － ３ － ４ 

(20) 求職者が優先順位をつけないで同時に複数の求人全てに応募を希望する。 ········ １ － ２ － ３ － ４ 

(21) 求職者が希望する求人と関係のない職種の職業訓練を希望する。 ················ １ － ２ － ３ － ４ 

(22) 求職者が、制度や雇用情勢などの話ばかりをして、自分の求職 ·················· １ － ２ － ３ － ４ 

   活動へ話が進まない。 

(23） 求人先への面接に臨むにあたって求職者の身だしなみや態度が適切でない。 ····· １ － ２ － ３ － ４ 

(24） 求職者が多数の求人を検索してくるが、それらを絞ることができない。 ········· １ － ２ － ３ － ４ 

(25) 高齢求職者が､年齢不問求人に対する不信感や苦情を職員にぶつける。 ··········· １ － ２ － ３ － ４ 

 

 

                                                             ご協力ありがとうございました 
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ふりかえりシート

Ａ、Ｂの事例についてあなたはどのような感想をもちましたか。

研修プログラムについての感想をお聞かせ下さい。

研修で得たもので、日常業務にもちかえり実行したい、または実行でき
ると思うものは何ですか。できる限り具体的にお答え下さい。

1

3

2

（あなたの考えにあてはまる番号に○をつけて下さい。）

（具体的に）

●時間について

●進め方について

●内容について

　  １. 長い　　　２. ちょうど良い　　　　　３. 短い

　  １. 良い　　　２.どちらともいえない　　３. 工夫が必要

  １.業務の改善に有用　２.どちらともいえない　３.業務の改善に有用でない

お疲れ様でした

－176－ 

(3) ふり返りシート 

[１ページ：ＰＤＦファイルを一部加工] 

＊装飾を削除 
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2
0

×
×

年
×

月
×

×
日

 

於
：

○
○

労
働

局
：

大
泉

行
子

 

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 

 

や や 

認 め る こ と が

で き な い 

ほ ぼ    

認 め る こ と が 

で き る 

    

認 め る こ と が 

で き る 

    

と て も   

認 め る こ と が 

で き る 

認 め る こ と が 

で き な い 

 
 

 
 

 
 労

働
政

策
研

究
・

研
修

機
構

で
は

、
厚

生
労

働
省

職
業

安
定

局
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

、
Ｄ

Ｖ
Ｄ

教
材

を
活

用
し

た
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

研
究

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

提
出

に
よ

り
ご

提
供

頂
い

た
情

報
は

、
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

研
究

の
み

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

個
人

名
な

ど
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

関
わ

る
こ

と
を

外
部

に
漏

ら
す

よ
う

な
こ

と
は

一
切

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

よ
り

良
い

も
の

に
す

る
た

め
、

何
卒

、
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
評

価
し

て
頂

き
ま

す
。

評
価

の
手

順
は

次
の

通
り

で
す

。
①

質
問

項
目

に
つ

い
て

、「
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

」
か

「
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
」

の
い

ず
れ

か
を

決
め

ま
す

。
②

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

、「
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
（

０
）
」

か
「

や
や

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

（
１

）
」

の
２

段
階

で
評

価
し

ま
す

。
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

、「
ほ

ぼ
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

（
２

）
」
、「

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
（

３
）
」
、「

と
て

も
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

（
４

）
」

の
３

段
階

で
評

価
し

ま
す

。
 

 

Ⅰ
．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

評
価

 

 
次

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
関

す
る

質
問

項
目

に
つ

い
て

、
ま

ず
「

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
」

か
「

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

」
の

い
ず

れ
か

を
決

め
、

つ
い

で
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
は

０
～

１
の

な
か

で
、

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
は

２
～

４
の

な
か

で
、

当
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
.グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

話
し

合
え

る
雰

囲
気

が
で

き
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

０
―

―
―

１
―

―
―

２
―

―
―

３
―

―
―

４
 

2
.グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

標
や

流
れ

が
理

解
さ

れ
て

い
た

。
  

 
  

  
  

  
 
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

 
  

  
  

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

3
.グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
、

対
応

の
難

し
い

相
談

場
面

に
対

処
す

る
た

め
の

ア
イ

デ
ア

が
活

発
に

話
し

合
わ

れ
て

い
た

。
 

 
  

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

4
.グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
は

、
決

め
ら

れ
た

時
間

の
な

か
で

ほ
と

ん
ど

全
員

が
話

す
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

 
 

 
 

 
  

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

5
.全

体
検

討
で

は
、

各
グ

ル
ー

プ
で

の
話

し
合

い
の

内
容

に
つ

い
て

全
員

で
分

か
ち

合
う

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

＜
研

修
研

究
へ

の
協

力
の

お
願

い
＞

 

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
 

－
1
77

－
 

(
4
)
 

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 
1
）

大
泉

行
子

用
 

[２
ペ

ー
ジ

：
ワ

ー
ド

フ
ァ

イ
ル

] 
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や や 

認 め る こ と が

で き な い 

ほ ぼ    

認 め る こ と が 

で き る 

    

認 め る こ と が 

で き る 

    

と て も   

認 め る こ と が 

で き る 

認 め る こ と が 

で き な い 

や や 

認 め る こ と が

で き な い 

ほ ぼ    

認 め る こ と が 

で き る 

    

認 め る こ と が 

で き る 

    

と て も   

認 め る こ と が 

で き る 

認 め る こ と が 

で き な い 

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

 
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い

    

Ⅱ
．

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

効
果

の
評

価
 

本
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
「

受
け

る
前

」
と

受
け

た
後

の
「

現
在

」
と

比
較

し
て

、
あ

な
た

自
身

は
ど

の
よ

う
に

変
化

し
ま

し
た

か
。「

受
け

る
前

」
と

「
現

在
」

の
そ

れ

ぞ
れ

で
、

次
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
質

問
項

目
に

つ
い

て
、

ま
ず

「
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

」
か

「
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
」

の
い

ず
れ

か
を

決
め

、
つ

い
で

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

は
０

～
１

の
な

か
で

、
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

は
２

～
４

の
な

か
で

、
当

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
．

職
員

が
質

問
し

て
も

求
職

者
が

答
え

て
く

れ
な

い
相

談
場

面
に

つ
い

て
、

 
 

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

  
 
  

  
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

ど
の

よ
う

に
対

処
す

れ
ば

よ
い

の
か

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

 
 

 
 

 ２
．

職
員

同
士

で
対

応
の

難
し

い
相

談
場

面
に

つ
い

て
話

し
合

う
こ

と
に

 
 

 
 

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

  
 
  

  
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

よ
り

、
自

分
自

身
の

担
当

す
る

相
談

が
よ

り
よ

く
な

る
。

 

 ３
．

職
員

同
士

で
対

応
の

難
し

い
相

談
場

面
に

つ
い

て
話

し
合

う
こ

と
に

 
 

 
 

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

  
 
  

  
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

 
 

よ
り

、
組

織
と

し
て

ノ
ウ

ハ
ウ

が
蓄

積
さ

れ
る

。
 

Ⅲ
．

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

感
想

 

本
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ラ

ム
の

感
想

に
つ

い
て

、
ご

自
由

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

      

－
研

修
研

究
へ

の
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

 
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
 

受
け

る
前

 
現

 
在
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2
0

×
×

年
×

月
×

×
日

 

於
：

○
○

労
働

局
：

朝
霞

太
郎

 

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 

 

や や 

認 め る こ と が

で き な い 

ほ ぼ    

認 め る こ と が 

で き る 

    

認 め る こ と が 

で き る 

    

と て も   

認 め る こ と が 

で き る 

認 め る こ と が 

で き な い 

 
 

 
 

 
 労

働
政

策
研

究
・

研
修

機
構

で
は

、
厚

生
労

働
省

職
業

安
定

局
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

、
Ｄ

Ｖ
Ｄ

教
材

を
活

用
し

た
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

研
究

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

提
出

に
よ

り
ご

提
供

頂
い

た
情

報
は

、
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

研
究

の
み

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

個
人

名
な

ど
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

関
わ

る
こ

と
を

外
部

に
漏

ら
す

よ
う

な
こ

と
は

一
切

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

よ
り

良
い

も
の

に
す

る
た

め
、

何
卒

、
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
評

価
し

て
頂

き
ま

す
。

評
価

の
手

順
は

次
の

通
り

で
す

。
①

質
問

項
目

に
つ

い
て

、「
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

」
か

「
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
」

の
い

ず
れ

か
を

決
め

ま
す

。
②

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

、「
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
（

０
）
」

か
「

や
や

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

（
１

）
」

の
２

段
階

で
評

価
し

ま
す

。
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

、「
ほ

ぼ
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

（
２

）
」
、「

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
（

３
）
」
、「

と
て

も
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

（
４

）
」

の
３

段
階

で
評

価
し

ま
す

。
 

 

Ⅰ
．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

評
価

 

 
次

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
関

す
る

質
問

項
目

に
つ

い
て

、
ま

ず
「

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
」

か
「

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

」
の

い
ず

れ
か

を
決

め
、

つ
い

で
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
は

０
～

１
の

な
か

で
、

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
は

２
～

４
の

な
か

で
、

当
て

は
ま

る
番

号
に

一
つ

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1
.グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

話
し

合
え

る
雰

囲
気

が
で

き
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

０
―

―
―

１
―

―
―

２
―

―
―

３
―

―
―

４
 

2
.グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

標
や

流
れ

が
理

解
さ

れ
て

い
た

。
  

 
  

  
  

  
 
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

 
  

  
  

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

3
.グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
、

対
応

の
難

し
い

相
談

場
面

に
対

処
す

る
た

め
の

ア
イ

デ
ア

が
活

発
に

話
し

合
わ

れ
て

い
た

。
 

 
  

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

4
.グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
は

、
決

め
ら

れ
た

時
間

の
な

か
で

ほ
と

ん
ど

全
員

が
話

す
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

 
 

 
 

 
  

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

5
.全

体
検

討
で

は
、

各
グ

ル
ー

プ
で

の
話

し
合

い
の

内
容

に
つ

い
て

全
員

で
分

か
ち

合
う

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

＜
研

修
研

究
へ

の
協

力
の

お
願

い
＞

 

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
 

－
1
78

－
 

 
2
）

朝
霞

太
郎

用
 

[２
ペ

ー
ジ

：
ワ

ー
ド

フ
ァ

イ
ル

] 
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や や 

認 め る こ と が

で き な い 

ほ ぼ    

認 め る こ と が 

で き る 

    

認 め る こ と が 

で き る 

    

と て も   

認 め る こ と が 

で き る 

認 め る こ と が 

で き な い 

や や 

認 め る こ と が

で き な い 

ほ ぼ    

認 め る こ と が 

で き る 

    

認 め る こ と が 

で き る 

    

と て も   

認 め る こ と が 

で き る 

認 め る こ と が 

で き な い 

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

 
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い

    

Ⅱ
．

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

効
果

の
評

価
 

本
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
「

受
け

る
前

」
と

受
け

た
後

の
「

現
在

」
と

比
較

し
て

、
あ

な
た

自
身

は
ど

の
よ

う
に

変
化

し
ま

し
た

か
。「

受
け

る
前

」
と

「
現

在
」

の
そ

れ

ぞ
れ

で
、

次
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
質

問
項

目
に

つ
い

て
、

ま
ず

「
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

」
か

「
認

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
」

の
い

ず
れ

か
を

決
め

、
つ

い
で

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

は
０

～
１

の
な

か
で

、
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

は
２

～
４

の
な

か
で

、
当

て
は

ま
る

番
号

に
一

つ
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
．

求
職

者
が

多
数

の
求

人
へ

紹
介

を
希

望
す

る
相

談
場

面
に

つ
い

て
、

 
 

 
 

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

  
 
  

  
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

ど
の

よ
う

に
対

処
す

れ
ば

よ
い

の
か

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

 
 

 
 

 ２
．

職
員

同
士

で
対

応
の

難
し

い
相

談
場

面
に

つ
い

て
話

し
合

う
こ

と
に

 
 

 
 

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

  
 
  

  
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

よ
り

、
自

分
自

身
の

担
当

す
る

相
談

が
よ

り
よ

く
な

る
。

 

 ３
．

職
員

同
士

で
対

応
の

難
し

い
相

談
場

面
に

つ
い

て
話

し
合

う
こ

と
に

 
 

 
 

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

  
 
  

  
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

 
 

よ
り

、
組

織
と

し
て

ノ
ウ

ハ
ウ

が
蓄

積
さ

れ
る

。
 

Ⅲ
．

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

感
想

 

本
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ラ

ム
の

感
想

に
つ

い
て

、
ご

自
由

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

      

－
研

修
研

究
へ

の
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

認
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

 
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
 

受
け

る
前

 
現

 
在
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あ て は ま ら な い

や や 

あ て は ま ら な い

ほ ぼ      

あ て は ま る 

と て も      

あ て は ま る 

あ て は ま る

2
0

0
9

年
○

○
月

○
○

日
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於
：

○
○

労
働

局
：

大
泉

行
子

・
朝

霞
太

郎
 

D
V

D
教

材
を

活
用

し
た

 

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
 

      

 

 

 

＜
回

答
上

の
注

意
＞

 

1
. 

回
答

は
質

問
に

応
じ

て
、

選
択

肢
の

番
号

に
○

を
つ

け
る

か
空

欄
に

数
字

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 

2
. 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

Q
2

と
Q

3
で

は
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
評

価
し

て
頂

き
ま

す
。

評
価

の
手

順
は

次
の

通
り

で
す

。
①

質
問

項
目

に
つ

い
て

、「
あ

て
は

ま
ら

な
い

」
も

し
く

は
「

あ
て

は
ま

る
」

の
い

ず
れ

か
を

決
め

ま
す

。
②

あ
て

は
ま

ら
な

い
場

合
、「

あ
て

は
ま

ら
な

い
（

０
）
」

か
「

や
や

あ
て

は
ま

ら
な

い
（

１
）
」

の

２
段

階
で

評
価

し
ま

す
。

あ
て

は
ま

る
場

合
、
「

ほ
ぼ

あ
て

は
ま

る
（

２
）
」
、
「

あ
て

は
ま

る
（

３
）
」
、
「

と
て

も
あ

て
は

ま
る

（
４

）
」

の
３

段
階

で
評

価
し

ま
す

。

例
題

を
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
。

 

 

      
 

リ
ン

ゴ
は

ミ
カ

ン
よ

り
お

い
し

い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

０
―

―
―

１
―

―
―

２
―

―
―

３
―

―
―

４
 

あ
て

は
ま

る
あ

て
は

ま
ら

な
い

労
働

政
策

研
究

・
研

修
機

構
で

は
、

厚
生

労
働

省
職

業
安

定
局

と
連

携
を

取
り

な
が

ら
、

Ｄ
Ｖ

Ｄ
教

材
を

活
用

し
た

本
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
研

究
に

取
り

組
ん

で

い
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

提
出

に
よ

り
ご

提
供

頂
い

た
情

報
は

、
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

研
究

の
み

に
使

用
す

る
と

と
も

に
、

個
人

名
な

ど
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

関
わ

る
こ

と
を

外
部

に
漏

ら
す

よ
う

な
こ

と
は

一
切

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
本

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

よ
り

よ
い

も
の

に
す

る
た

め
、

何
卒

、
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

＜
ア

ン
ケ

ー
ト

協
力

へ
の

お
願

い
＞

 

 独
立

行
政

法
人

 
労

働
政

策
研

究
・

研
修

機
構

 
労

働
大

学
校

 
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス

部
門

 
西

村
公

子
、

榧
野

（
か

や
の

）
潤

 

住
所

：
〒

3
5

1
-
0

0
2

3
 

埼
玉

県
朝

霞
市

溝
沼

 
1

9
8

3
番

地
の

2
 

電
話

：
（

0
4

8
）

4
6

3
-
1

5
8

1
（

内
線

番
号

 
5

1
3

）
 

F
A

X
：
（

0
4

8
）

4
6

3
-
1

3
7

5
 

E
-
m

a
il：

jk
a
ya

@
jil

.g
o
.jp

 

＜
例

題
＞

 

－
1
79

－
 

(
5
)
 

Ｄ
Ｖ

Ｄ
教

材
を

活
用

し
た

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
 

[４
ペ

ー
ジ

：
ワ

ー
ド

フ
ァ

イ
ル

] 
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や や
あ て は ま ら な い 

ほ ぼ    

あ て は ま る 

   

あ て は ま る 

   

と て も   

あ て は ま る 

あ て は ま ら な い 

Q
1．

あ
な

た
自

身
の

こ
と

に
つ

い
て

 

ア
）

性
別

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

．
男

性
 

 
 

 
 

２
．

女
性

 
 イ

）
年

齢
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
．

1
0

代
 

 
 

 
２

．
2

0
代

 
 

 
 

３
．

3
0

代
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
．

4
0

代
 

 
 

 
５

．
5

0
代

 
 

 
 

６
．

6
0

代
以

上
 

 ウ
）

勤
務

形
態

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

．
常

勤
 

 
 

 
 

２
．

非
常

勤
 

 エ
）

現
在

、
職

業
相

談
業

務
（

高
齢

者
、

障
害

者
を

含
む

）
を

担
当

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

 
 

 
 

 
１

．
は

い
 

 
 

 
 

２
．

い
い

え
 

 オ
）

現
時

点
に

お
け

る
、

職
業

相
談

業
務

の
通

算
年

数
は

何
年

で
す

か
。

 

 
 

※
経

験
が

な
い

場
合

、
0

年
0

ヶ
月

と
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

カ
）

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

際
、

あ
な

た
が

所
属

さ
れ

た
グ

ル
ー

プ
の

人
数

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。
 

Q
2．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

評
価

 

 
次

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
関

す
る

質
問

項
目

に
つ

い
て

、
ま

ず
「

あ
て

は
ま

ら
な

い
」

も
し

く
は

「
あ

て
は

ま
る

」
の

い
ず

れ
か

を
決

め
、

つ
い

で
あ

て
は

ま
ら

な
い

場
合

は
０

～
１

の
な

か
か

ら
、

あ
て

は
ま

る
場

合
は

２
～

４
の

な
か

か
ら

、
番

号
に

一
つ

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
）

グ
ル

ー
プ

に
お

い
て

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
話

し
合

え
る

雰
囲

気
が

で
き

て
い

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 ０
―

―
―

１
―

―
―

２
―

―
―

３
―

―
―

４
 

イ
）

グ
ル

ー
プ

に
お

い
て

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

目
標

や
流

れ
が

理
解

さ
れ

て
い

た
。

  
 
  

  
  

 
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
 ０
―

―
―

１
―

―
―

２
―

―
―

３
―

―
―

４
 

ウ
）

グ
ル

ー
プ

に
お

い
て

、
対

応
の

難
し

い
相

談
場

面
に

対
処

す
る

た
め

の
ア

イ
デ

ア
が

活
発

に
話

し
合

わ
れ

て
い

た
。

 
 

  
 

 
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 

エ
）

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

は
、

決
め

ら
れ

た
時

間
の

な
か

で
ほ

と
ん

ど
全

員
が

話
す

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
 

 
 

 
 

  
 

 
 

０
―

―
―

１
―

―
―

２
―

―
―

３
―
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オ
）

全
体

検
討

で
は

、
各

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

の
内

容
に

つ
い

て
全

員
で

分
か

ち
合

う
こ

と
が

で
き

て
い

た
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や や 

あ て は ま ら な い 
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あ て は ま る  
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あ て は ま ら な い
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あ て は ま ら な い 

    

あ て は ま る 

    

と て も   

あ て は ま る 

あ て は ま ら な い

Q
3．

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

効
果

の
評

価
 

 本
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
受

け
る

前
と

受
け

た
後

（
＝

現
在

）
の

あ
な

た
自

身
に

つ
い

て
比

較
し

て
く

だ
さ

い
。

「
受

け
る

前
」

と
「

現
在

」
の

そ
れ

ぞ
れ

の
時

点
に

お

い
て

、
次

の
質

問
項

目
に

つ
い

て
、

ま
ず

「
あ

て
は

ま
ら

な
い

」
も

し
く

は
「

あ
て

は
ま

る
」

の
い

ず
れ

か
を

決
め

、
つ

い
で

あ
て

は
ま

ら
な

い
場

合
は

０
～

１
の

な
か

か
ら

、
あ

て
は

ま
る

場
合

は
２

～
４

の
な

か
か

ら
、

番
号

に
一

つ
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。「
受

け
る

前
」

に
つ

い
て

は
、

現
在

の
時

点
か

ら
ふ

り
返

っ
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。
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求
職

者
が

答
え

て
く

れ
な

い
相

談
場

面
に

つ
い

て
、

 
 

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

  
 
  

  
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

ど
の

よ
う

に
対

処
す

れ
ば

よ
い

の
か

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

 
 

 
 

 イ
）

求
職

者
が

多
数

の
求

人
へ

紹
介

を
希

望
す

る
相

談
場

面
に

つ
い

て
、

 
 

 
 

 
 

 
０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

  
 
  

  
 ０

―
―

―
１

―
―

―
２

―
―

―
３

―
―

―
４

 
 

 
 

ど
の

よ
う

に
対

処
す

れ
ば

よ
い

の
か

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 ウ
）

職
員

同
士

で
対

応
の

難
し

い
相

談
場

面
に

つ
い
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Q
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研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

感
想

 

 本
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
感

想
に

つ
い

て
、

ご
自

由
に

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 
                

  

ご
協

力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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